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持続可能で質の高い教育を実現するために

◆厳しい勤務実態

＜時間外在校等時間の状況＞

中学校教員の約25.5%が月45時間超の時間外勤務
1 （令和７年度推計）

※「児童生徒と向き合う時間がある」と感じる教員は
１ 半数以下

◆目指すべき姿

○私たちが目指すのは、教員が心身ともに健康で、

情熱をもって授業や指導に専念できる学校です

📌働き方改革は、教員が心身ともに充実し、学ぶ時間を
確保することなどにより、自己の資質・能力を高められ
るようにし、子どもたちへの「よりよい教育」を実現する
ための取組です

教員の長時間勤務は、教育の質の低下につながる喫緊の課題です

（注）本資料内のイラストは、AIによって生成されたイメージです。



業務を４つに仕分け、専門性を活かせる環境へ

ア 【学校以外が担うべき業務】

・登下校の見守り

・放課後から夜間などの郊外の見回り

・学校徴収金の徴収・管理

など

イ 【教師以外が積極的に参画すべき業務】

・調査・統計等への回答

・学校の広報資料・ウェブサイトの作成・管理

・学校プールや体育館等の施設・設備の管理

・校内清掃 など

ウ 【教師の業務だが負担軽減を促進すべき

業務】

・授業準備

・学習評価や成績処理

・支援が必要な児童生徒・家庭への対応

など

エ 【「学校と教師の業務の３分類」のうち、

複数分類に該当する業務】

・地域行事等への参加

（文部科学省「学校と教師の業務の３分類」より）



学校の「当たり前」をアップデートします

チーム学校
すべての教職員、支援ス
タッフ等と協働し、チーム
学校を推進

校務ＤＸの推進
ＩＣＴ基盤を整備し、スムーズ
で安定的なネットワークの提
供

電話対応
勤務時間外の電話には、「自
動音声ガイダンス」を継続す
るほか、録音機を導入

施設管理
学校プールの集約化・外部
施設の活用、体育館開放
の制度整備

📌教員が本来担うべき「学習指導」や「生徒支援」に
注力できる体制をつくります



学校・家庭・地域、そして行政が一丸となって
保護者の皆さまへ
新しい連絡手段（ICT）の
活用や、学校への電話連絡
時間のご理解、
子どもたちの健やかな成長
を共に支えるパートナーとし
てのご協力をお願いします。

地域の皆さまへ
見守りや学習支援など、地
域学校協働活動への温か
いご協力をお願いします。

教育委員会・市長部局
自治体全体で取り組むとともに、教員を支え
る仕組みを市全体に広げるため、教育委員
会から市長部局（他部署）へ働きかけ、連携
を進めます。

学校・教員
業務の精選・見直しや、学
校運営全体の中での取組
を進めます。

📌未来の子どもたちのために、教育に関わる全ての関係
者が連携・協働して働き方改革に取り組みます



持続可能な教育環境の実現

時間外在校等時間
〈月４５時間超の教員〉

０％
（令和１１年度までの達成目標）

教員のウェルビーイングの向上
「仕事にやりがいがある」と感じる教員

８０％以上
（令和１１年度までの達成目標）

令和８年度
計画開始

令和１１年度
目標達成

📌よりよい教育を実現できるよう、
実効性のある「働き方改革」を推進していきます

計画の詳細は藤沢市ホームページをご覧ください

皆様のご理解とご協力をお願いいたします


